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（30）戦後のまちづ＜り一復興から今 ―Ⅱ－ 
敗戦により、市域にあった軍需工場は、解体命令や操業禁止命令が出され一切の操業が停止 

されてしまい、従業真の多＜は市域を離散し、人口は敗戦を境に約一万四千人も減りました。 

特に昭和町の人口は、前年の半分になってしまいました。 

 しかし、市域には閉鎖された軍需工場の施設や工員住宅など、多＜が空き家として残ったた 

めその後、中国や朝鮮など、海外からの引き揚げ者や戦災により家を失った人々に提供される 

ことになりました．昭和２２年（１９４７）昭和町の受け入れ者は千四百五十二所帯にものぼり、拝 

島村でも、２３年（１９４８）～２５年（１９５０〉の間に、戦災者四百十四名、引き揚げ者六百二十二名を 

受け入れ、再び市域の人口は増加し始めるのであつた・ 

 ○ 陸軍航空工廠（こうしょう）の戦後 

 陸軍航空工廠は、昭和２０年（１９４５）９月４日解散。すでに戦況悪化により１９年（１９４４）７月～９ 

月にかけて部品加工・機体・発動機の各部門は疎開。２０年４月には、技能者養成所が埼玉県児玉 

町へ疎開されており、解散時には多＜は工場施設等のみ残っていた状況でした。 

 航空工廠の跡地の現状一立川飛行場の西側地域の一部は、返還後の５８年（１９８３）１１月２６日 

開園の「国営昭和記念公園」内に、残堀川西側は関東財務局所有の国有地→平成１９年（２００７） 

９月７日法務省が跡地（７０ha）に国際法務総合センター計画を発表。２０年（２００８）２月２１日北川 

市長が受け入れ表明、現在は施設への道路・上下水道等整備中。さらに西側一帯すなわち「昭 

和郷」は、その北端から南に都営の中層（4～７階）の住宅群が建ち並んでいる。「都営中神第ニ 

アパート」である．更に南にかけて「社会法人恩賜（おんし）財団東京都同胞（どうほう）援護会」が管 

理している老人ホーム・老人の救援・養護・保育園（２カ所）及び東京医科大関連の昭島病院な 

どの諸施設。跡地最南端は市立富士見丘小学校（昭和２４年（１９４９〉町立開校）・学校の西側は 

現在町並みがあるが、その中で「富士見湯」は当時の浴場の場所です。跡地で平和利用される 

ものもあった．青梅線東中神駅～西立川駅南沿いの技能養成所で、現東町２丁目一帯は２２年（１ 

９４７〉５月町立（現市立）昭和中学校開校から２４年（１９４９）１月町立（現都立）昭和高等学校・２９年 

（１９５４）４月町立（現市立）東小学校開校。さらに、４８年（１９７３）５月市立図書館開館。現東町５丁 

目一帯は２３年（1948）町立総合運動場＝市立昭和公園開園。敷地内に現在市営の陸上競技場・ 

市民球場（平成２２年（２０１０）新装）・テニスコート・総合スポーツセンター（平成１６年（２００４））市 

営。３８年（１９６３）小動物公園開園。ともに旧陸軍関係の宿舎や用地を利用したものであった。 

・ 立川基地引込線跡－「引込線モニュメント」平成１２年（２０００）３月設置一中神町１３５９ 

 中神駅北に昭和１８年（１９４３）開通。航空工廠への資材運搬用路線で、戦後に接収されそのま 

ま米軍専用線１．９km（中神空軍側線）となり主に航空機燃料や重油を搬送。立川基地全面返還 

により、昭和５３年（１９７８〉７月１日廃止。線路跡は「中神引込線通り」となり、南北分岐点に設蕾。 

                記        防犯宮沢支部 西山 禎－ 

 

   
市立総合運動場地図 昭島市民球場 引込線モニュメント 


